
一
月
十
六
日
、
岩
滝
幼
稚
園
で
保
護
者

や
来
賓
を
招
き
「
園
歌
お
披
露
目
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
披
露
目
会
で
は
、
堀
口
副
町
長
が

「
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
愛
さ
れ
、
歌
い
継

が
れ
る
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
千せ

ん

賀が

智ち

恵え

子こ

園
長
の
経
過
説
明
に
続
い
て
、
歌

詞
が
採
用
さ
れ
た
一ひ

と

ツつ

町ま
ち

千
生

ち

お

い

さ
ん
（
三

河
内
・
手
話
講
師
）
が
紹
介
さ
れ
、
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

園
歌
は
昨
年
の
六
月
に
募
集
を
開
始
し
、

五
人
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
六
曲
を
園
歌
選

定
委
員
会
が
二
曲
に
選
定
し
、
保
護
者
の

最
終
投
票
に
よ
り
一
ツ
町
さ
ん
の
歌
詞
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
作
曲
は
町
教
育
委
員

会
の
清し

水み
ず

■こ
う

二じ

指
導
主
事
が
担
当
し
、
岩

滝
幼
稚
園
創
立
五
十
九
年
目
に
し
て
初
の

園
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

お
披
露
目
会
の
終
わ
り
に
は
、
完
成
し

た
ば
か
り
の
園
歌
を
子
ど
も
た
ち
が
披
露

し
、
元
気
の
い
い
歌
声
を
遊
戯
室
い
っ
ぱ

い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

一
ツ
町
さ
ん
は
、
お
披
露
目
会
終
了
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
育
て
学
習
会
で
「
こ
れ
か
ら

何
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
。
今
日
は
何
を
し

よ
う
。
き
ら
き
ら
か
が
や
く
瞳
と
、
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
の
み
ん
な
の
姿
を
思
う
と
、

歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
そ
し
て
手
話
が

心
に
浮
か
び
ま
し

た
」
と
思
い
を
語

り
、
園
歌
に
付
け
た
手
話
を
親
子
に
指
導
。

親
も
子
ど
も
も
早
々
と
手
話
を
習
得
し
た

様
子
で
、
身
振
り
手
振
り
、
か
ら
だ
全
体

を
使
っ
て
園
歌
を
繰
り
返
し
歌
い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は
、「
素
敵
な
園
歌
が
完
成

し
、
と
て
も
喜
ん
で
い
る
」「
園
歌
の
手
話

は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
簡
単
で
、
家
庭
で

も
子
ど
も
と
楽
し
く
学
べ
る
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

園
歌
は
卒
入
園
式
な
ど
の
行
事
の
ほ
か
、

毎
月
の
集
会
な
ど
で
歌
わ
れ
ま
す
。

﹇
岩
滝
幼
稚
園

園
歌
お
披
露
目
会
﹈

み
ん
な
の
園
歌
が
堂
々
完
成
。

なんと 

手話つき 

楽
し
そ
う
に
園
歌
を
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち

一ツ町さんは昨年から同幼
稚園の「手ことば」の先生
として子どもたちに親しま
れています

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち
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戦時中の大江山ニッケル鉱山
（写真提供／日本冶金工業㈱）

特

集与
謝
野

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

友
好
物
語

交
流
が
は
じ
ま
っ
て
今
年
で
二
十
五
年
。

交
流
の
歴
史
と
高
校
生
の
訪
問
記
を

と
お
し
て
見
え
て
く
る
も
の
。

そ
れ
は
、
平
和
へ
の
願
い
で
し
た
。

［交流の歴史］

エバンスさんの志が
交流の架け橋に

物語のはじまりは第二次世界大戦にさかのぼります。

与謝野町で戦争捕虜を体験した一人のウェールズ人の

志が、今もなお引き継がれています。

時
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
っ

只
中
。
戦
争
は
こ
の
地
に
も

深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
鉱
床
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
た
大
江
山
の
麓
（
現
在
の

大
江
山
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南

側
付
近
）
で
、
昭
和
九
年
に
大
規
模

な
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
が
発
見
さ
れ
、
民
間

企
業
に
よ
る
採
掘
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
、

軍
の
指
揮
の
下
、
兵
器
製
造
に
不
可

欠
な
ニ
ッ
ケ
ル
を
大
量
に
確
保
す
る

た
め
の
国
策
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
連
合
軍
の

捕
虜
七
百
人
、
強
制
連
行
さ
れ
た
中

国
人
二
百
人
、
朝
鮮
人
百
五
十
人
が

労
働
に
従
事
。
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
二

十
年
の
春
に
は
、
三
千
四
百
人
が
働

い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

連
合
軍
の
戦
争
捕
虜
と
し
て
、

こ
の
場
所
で
過
酷
な
労
働
を

強
い
ら
れ
て
い
た
一
人
の
ウ
ェ
ー
ル

ズ
人
が
い
ま
し
た
。

そ
の
名
は
、
ト
ー
マ
ス
・
デ
ィ

ビ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
・
エ
バ
ン
ス

（T
h
om
a
s
D
a
v
id
F
ra
n
k
E
v
a
n
s

）。

エ
バ
ン
ス
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍

の
兵
士
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
香
港
で

日
本
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
日
本
に
連

れ
て
こ
ら
れ
、
終
戦
ま
で
こ
の
地
で

過
ご
し
ま
し
た
。

「
大
江
山
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
で
の
強

制
労
働
は
過
酷
で
、
捕
虜
収
容
所
で

の
待
遇
は
最
悪
だ
っ
た
。
原
子
爆
弾

は
素
晴
ら
し
い
兵
器
。
こ
れ
が
無
け

れ
ば
戦
争
は
続
き
、
そ
の
年
の
冬
は

越
せ
な
か
っ
た
…
」

こ
の
話
は
日
本
敗
戦
に
よ
り
強
制

労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

に
戻
っ
た
時
に
知
人
に
語
っ
た
も
の

で
す
。
日
本
に
対
す
る
憎
悪
は
相
当

な
も
の
で
、
近
所
の
人
が
日
本
製
の

車
を
買
お
う
も
の
な
ら
そ
の
人
を
激

し
く
罵
倒
し
た
と
い
い
ま
す
。

帰
国
後
は
役
所
に
勤
め
、
退
職
後

の
昭
和
五
十
六
年
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

で
捕
虜
体
験
記
を
出
版
。
た
だ
、
過

酷
な
状
況
下
に
あ
っ
た
体
験
は
鮮
明

な
も
の
の
、
鉱
山
の
場
所
は
思
い
出

せ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
覚
え
て
い
た

の
は
九
州
か
ら
汽
車
で
何
時
間
も
か

か
り
、
小
さ
な
山
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
け
で
し
た
。

同
年
、
エ
バ
ン
ス
さ
ん
は
香
港
を

訪
れ
、
帰
国
す
る
飛
行
機
の
中
で
、

偶
然
居
合
わ
せ
た
日
本
人
の
鬼き

頭と
う

良よ
し

子こ

さ
ん
に
「
英
語
版
の
体
験
記
出
版

の
た
め
、
場
所
を
教
え
て
欲
し
い
」

と
こ
の
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鬼
頭
さ
ん
の
調
査
に
よ
っ
て
大
江
山

の
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

鉱
山
で
死
ん
だ
戦
友
の
慰
霊
碑
を
建

立
し
よ
う
と
、
昭
和
五
十
九
年
、
再

び
こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
思
い
に
加
悦
町
と
日
本
冶
金

工
業
が
賛
同
し
て
、
か
つ
て
の
鉱
山

の
近
く
（
大
江
山
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
北
側
）
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
加
悦
町
役
場
で
出

迎
え
を
受
け
た
エ
バ
ン
ス
さ
ん
は
感

激
し
、
日
本
に
対
す
る
感
情
が
一
変
。

次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

「
町
民
と
冶
金
工
業
に
感
謝
し
ま

す
。
収
容
所
や
鉱
山
に
来
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
場
所
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
鬼
頭
さ
ん
の
調
査

で
そ
れ
が
特
定
で
き
、
鬼
頭
さ
ん
に

も
感
謝
し
ま
す
。
慰
霊
碑
は
戦
友
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
戦
死
者

だ
け
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
平
和
の
た
め
に
末
永
く
建
ち
続

け
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

こ
の
訪
問
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

昭
和
六
十
年
、
加
悦
町
長
、

議
会
議
長
が
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を
公

式
訪
問
し
、
同
年
、
英
語
版
の
捕
虜

体
験
記
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
加
悦
町
か
ら

贈
ら
れ
た
桜
の
木
が
、
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
に
植

樹
さ
れ
、「
加
悦
町
の
、
そ
し
て
日
本

の
桜
の
木
を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
の
敵
を
許
し
、
今
後
、
日
本

と
イ
ギ
リ
ス
と
の
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
永
遠
に
守
り
育
て
る
」
と
、

エ
バ
ン
ス
さ
ん
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
ま
し
た
。

平
成
二
年
と
三
年
に
は
語
学
研
修

生
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
に
派
遣
さ
れ
、

平
成
四
年
か
ら
は
未
来
を
担
う
高
校

生
の
相
互
派
遣
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
平
成
八
年
に
は
、「
加
悦
町
ア

ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
友
好
協
会
」
が
設
立

さ
れ
、
町
が
実
施
し
て
き
た
高
校
生

派
遣
と
は
別
に
、
社
会
人
訪
問
を
実

施
す
る
な
ど
、
民
間
交
流
も
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
与
謝
野
町
が
誕
生

し
て
か
ら
も
こ
の
交
流
は
引
き
継
が

れ
、
そ
の
年
の
秋
に
は
太お

お

田た

貴あ
つ

美み

町

長
が
公
式
訪
問
し
て
、町
の
木
「
椿
」

を
植
樹
す
る
な
ど
、
年
々
交
流
が
深

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
た
ち
の
交
流
に
期
待
し
、

そ
の
支
援
に
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
エ
バ
ン
ス
さ
ん
は
、
広

が
り
を
見
せ
て
い
く
交
流
の
姿
を
見

届
け
な
が
ら
、
平
成
八
年
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
エ
バ
ン
ス
さ
ん
の
架
け

た
橋
は
、
二
つ
の
町
の
高
校
生
た
ち

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
人
々
は
平
和

へ
の
願
い
を
心
に
抱
き
な
が
ら
こ
の

橋
を
行
き
交
い
ま
す
。
そ
の
志
は
今

も
た
し
か
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

Sakura Peace Message

Consider our blossoms which are beautiful

in life and death.Never again let us and

human beings die in an ugly holocaust

but instead allow us all to live and die

naturally in perfect peace for ever more. 

桜の平和メッセージ

咲いているときも、散った後も美しい桜。

二度と再び人間が、無残に命を失うことの

ないように。そして全ての人間が平和のう

ちに生をまっとうできますように。

フランク・エバンス著

『ROLL CALL AT OEYAMA 

－ P.O.W. Remembers』

（大江山の点呼 － 捕虜は思い出す）より
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与謝野
アベリスツイス
友好物語

１／昭和60年、加悦町長と議会議長が初めて公式訪問した際のレセプション会場でエバンスさんと（左端）２／加悦
町から贈られた桜の植樹を伝える新聞記事と写真　３／平成４年、アベリスツイスの高校生２人が初めて訪れ、ホーム
ステイで12日間滞在　４／平成５年、高校生８人がアベリスツイスに初めて派遣され、ホームステイで８日間滞在

上／戦後初めて訪れた加悦町で、細井拓一加悦
町長（当時）と握手を交わすエバンスさん（中
央）。その右隣に見えるのが鬼頭さん　下／慰霊
碑の除幕式でスピーチするエバンスさん

アベリスツイス

ロンドンから西へ列車で６時

間のカーディガン湾に面した

まちで、人口約12,000人。

気候は１年を通して比較的温

暖。農業、商業、観光業が主

な産業。ウェールズ大学、国

立図書館などがあり、外国人

留学生も多い。ウェールズの

歴史と文化を誇りとし、陽気

で歌好き、そして親切な人々

が多いまちです。

アベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイスアベリスツイス

ロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドンロンドン

１ ２

３ ４

ウェールズ国旗

アベリス
ツイスの
位置図
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［高校生アベリスツイス訪問記］

アベリスツイスが
教えてくれたこと

エバンスさんが架けた橋を渡り

たどりついたアベリスツイスの地で

高校生たちは何を感じ、何を学んだのでしょうか。

フランク・エバンスさんの
墓前で、永遠の平和と友好
を誓い献花する訪問団

日本の文化をたくさん
伝えることができた
加悦谷高校２年　永島 澪

私の一番の訪問目的は、日

本の文化を伝えることだっ

た。ホストファミリーに、

毎晩おりがみを教えたり、

箸の使い方を教えたりし

て、日本の文化をたくさん伝えることができ

た。滞在中に日本人が尊敬すべきだと思った

ことは、積極的にコミュニケーションをとる

ということだった。私も研修に行くまでは、

コミュニケーションをとることがとても苦手

だったが、改めて大切なことだと感じ、これ

から少しずつでも直していこうと思う。また

家族がとても仲が良く、助け合って生活をし

ているころも印象的だった。この研修に参加

して良かったのは、自分自身が少しでも変わ

れたということ。それは英語を話すというこ

とであったり、人間的なことであったり。現

地の人はとても明るく積極的で、それに影響

されて明るくなれたし、強くなれたと思う。

この研修を終えて、将来英語関係の仕事に就

きたいと思うようになった。もっと英語の勉

強をして、アベリスツイスに行って研修中に

は言えなかった感謝の言葉を言いたい。

八
回
目
の
派
遣
と
な
っ
た
今

回
の
訪
問
団
は
、
宮
津
高

校
二
年
の
河か

わ

嶋し
ま

春は
る

香か

さ
ん
（
石

川
）、
太お

お

田た

美み

和わ

子こ

さ
ん
（
加
悦
）、

加
悦
谷
高
校
二
年
の
永な

が

島し
ま

澪み
お

さ
ん

（
明
石
）、
岡お

か

部べ

真ま
さ

和か
ず

君
（
石
川
）、

今い
ま

西に
し

駿し
ゅ

太ん
た

郎ろ
う

君
（
算
所
）
、
同
一

年
の
石い

し

田だ

紗さ

知ち

子こ

さ
ん
（
加
悦
）

の
高
校
生
六
人
と
、
通
訳
の
与
謝

野
・
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
友
好
協
会

副
会
長
の
糸い

と

井い

定て
い

次じ

さ
ん
（
上
山

田
）
。
町
職
員
の
小お

谷だ
に

貴た
か

儀よ
し

企
画

財
政
課
主
査
が
引
率
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
は
、
こ
の
事
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き

か
高
校
生
に
自
ら
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
五
回
に
わ
た
っ
て
事
前
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。研
修
で
は
、

戦
争
捕
虜
に
よ
る
大
江
山
ニ
ッ
ケ

ル
鉱
山
で
の
強
制
労
働
の
歴
史
、

エ
バ
ン
ス
さ
ん
が
来
町
し
た
理

由
、
両
町
民
の
平
和
希
求
へ
の
思

い
、
高
校
生
相
互
交
流
の
意
義
な

ど
を
学
び
、
慰
霊
碑
や
元
ニ
ッ
ケ

ル
乾
燥
場
跡
の
煙
突
の
見
学
も
行

い
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
を
胸
に
迎
え
た

出
発
当
日
の
十
月
二
十
九

日
。
一
行
は
午
後
五
時
に
与
謝
野

町
を
出
発
。
関
西
国
際
空
港
か
ら

大
空
へ
旅
立
ち
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
の
ド
バ
イ
空
港
を
経
由
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
空
港

へ
。
そ
こ
か
ら
列
車
で
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
へ
向
か
い
、
与
謝
野
町
を

出
発
し
て
か
ら
三
十
三
時
間
以
上

か
か
っ
て
よ
う
や
く
到
着
。
真
っ

暗
な
駅
の
ホ
ー
ム
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
対
面
し
た
高
校
生
た
ち

は
不
安
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、

そ
の
ま
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

へ
。十
一
月
七
日
ま
で
の
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
滞
在
が
始
ま
り
ま
し
た
。

滞
在
期
間
は
す
べ
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校

生
た
ち
は
異
国
の
習
慣
と
文
化
に

戸
惑
い
の
連
続
。
た
だ
、
言
葉
の

壁
は
予
想
以
上
に
低
く
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
言
葉
だ
け
で

と
る
も
の
で
は
な
い
」
と
、
体
全

体
を
使
っ
て
自
分
の
思
い
を
表
現

し
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
実
感
し
た
と
い
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
以
外
の
活
動

は
、
エ
バ
ン
ス
さ
ん
や
交
流
の
歴

史
を
た
ど
る
場
所
を
訪
問
。
エ
バ

ン
ス
さ
ん
が
通
っ
た
学
校
や
墓
前

を
訪
れ
、「
永
遠
の
平
和
」
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
、
加
悦
町
か
ら
贈

ら
れ
た
桜
の
木
や
、
前
回
の
訪
問

で
植
樹
さ
れ
た
椿
も
見
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
庁

舎
や
国
立
図
書
館
な
ど
の
施
設
見

学
で
は
高
校
生
た
ち
は
積
極
的
に

質
問
を
重
ね
、ペ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
グ
校

や
ペ
ン
グ
ラ
イ
ス
校
な
ど
の
学
校

見
学
で
は
現
地
の
教
育
や
生
徒
た

ち
の
学
校
生
活
に
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
交
流
事
業
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
現
地
友
好
協
会

主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
高
校
生
た
ち
は
英
語
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
と
炭
坑
節
を
披
露
し
会

場
を
盛
り
上
げ
、
関
係
者
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
お
と
ず
れ
た

最
終
日
。
高
校
生
た
ち
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、

再
開
を
誓
い
な
が
ら
ア
ベ
リ
ス
ツ

イ
ス
を
後
に
し
ま
し
た
。

帰
路
、
ド
バ
イ
で
飛
行

機
の
乗
り
換
え
が
で
き

ず
、
行
程
が
一
日
増
え
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
も

の
の
、
一
行
は
十
一
月
九

日
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

研
修
の
成
果
は
十
二

月
十
九
日
に
元
気

館
で
行
わ
れ
た
「
ア
ベ
リ

ス
ツ
イ
ス
研
修
報
告
会
」

で
披
露
さ
れ
、
一
人
ひ
と

り
が
輝
い
た
表
情
で
語
り

ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

を
下
記
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

海
岸
沿
い
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
調
の

建
物
が
並
ぶ
マ
リ
ン
テ
ラ
ス

左／前回訪問の際、太田町長が植樹した椿の前で記念撮影（ペングライス校）
右／現地の友好協会会長のアウエルさん宅でハロウィンパーティー

左／ペンウェディグ校での日本語授業では、高校生たちが先生役に
右／３～11才の子どもたちが通うプライマリースクールの授業を見学

歓迎レセプションの参加者全員で記念撮影。浴衣姿の高校
生たちが会場に入ると、大変な盛り上がりを見せました

多くの異国について学びたい
という気持ちが強くなった
加悦谷高校２年　岡部真和

僕は昔から外国に憧れてい

て、将来は海外を舞台に仕

事をしたいと思っていた。

最初は観光旅行で行く気分

もあったが、事前研修をし

たり、校長先生の激励を受けたりして、物見

遊山ではなく勉強しに行くのだと実感した。

具体的に何を勉強したかというと、その場で

自分が興味を持ったものはすべて勉強になっ

た。「百聞は一見にしかず」という言葉があ

るように、この研修を通じて、実際に現地へ

行き体験することは、かなり価値のあるもの

と肌で実感できた。この研修を通じて知った

世界はあくまでもたくさんの世界の中のひと

つであり、すべてではない。けれどそのひと

つを知ったことがきっかけで、もっと多くの

異国について学びたいという気持ちがより一

層強くなった。世界には想像できないような

貧困、飢餓や紛争などで苦しんでいる国があ

る。僕は将来そういう人の助けになるような

仕事がしたい。まだスタート地点から第一歩

を踏み出したところだが、この夢を叶えて世

界中が平和に近づくことを願っている。

平和の大切さを
伝えられる人間になりたい
宮津高校２年　河嶋春香

私はただ狭い世界の中に閉

じこもっている自分を変え

たい一心でこの研修に応募

した。しかし、事前研修を

受けるにつれ、「平和」と

いうものについて考えるようになった。初め

て捕虜の過酷さを知り、私たちの住んでいる

与謝野町でも働かされていたと知って衝撃を

受けた。平和な与謝野町しか知らない私は、

平和が当たり前のことのように感じていた

が、つい数十年前にはこの町にも捕虜がいた

のだ。だから、この平和を守るために、しっ

かりと過去を見つめなければならない。そし

て、アベリスツイス訪問を通して、エバンス

さんがなくなるまで願い続けた「平和」の大

切さを伝えていける人間になりたいと思うよ

うになった。滞在中、語学力の必要性を痛感

したと同時に、あくまで「言葉」は道具でし

かないということもわかった。自分の伝えた

いことがあってはじめて「言葉」は力を持つ。

自分の今いる場所で、いろんなことを見て、

聞いて、考え、自分を磨くこと。それが重要

なことなのではないだろうか。

お互いの国の文化や歴史を知る
ことで平和な国際社会に
加悦谷高校１年　石田紗知子

事前研修でこの交流の目的

を聞くとすごくプレッシャ

ーを感じた。それは、この

取り組みは歴史のある大切

なものだということ、そし

て税金が使われているということで、大切な

税金がこのように使われているとは思っても

いなかったからだ。しかし、昔の自分たちの

やってしまったことを踏まえ、平和を願うお

互いの国の姿勢を知る中で、しっかりとした

気持ちで行かなければ、交流を見守ってくれ

ている人たちに失礼だと思うようになった。

友人にこの交流の始まりについて話すと、も

っと知ろうとしてくれた。これが交流を人に

伝えていくということで、エバンスさんの思

いも語り継がれていくということなのではな

いだろうか。研修を終えて、積極的に国際交

流などの文化交流に参加したいと思うように

なった。世界に暮らすさまざまな人々の存在

を知り、その国の文化・歴史・生活を自分の

肌で感じ、体験し、お互いに理解を深めてい

くことは、平和な国際社会を築くために、と

ても重要なことなのではないだろうか。

エバンスさんの言葉の意味が
少し分かったように思う
加悦谷高校２年　今西駿太郎

イギリスは憧れの国だった

ので、最初はこの事業をイ

ギリスに格安で行ける旅行

としか考えていなかった。

しかし、事前研修を受けて

いるうちに、いかに浅はかであったかという

ことを知った。ウェールズやアベリスツイス

の文化を教えてもらうと同時に、日本や与謝

野町のことを伝えることを目標とした。ホー

ムステイ先の友人のエミルは、地元の生きた

文化を教えてくれ、出会ったほとんどの人が

英語とウェールズ語のバイリンガルで、住ん

でいる地域の文化を誇りに思っているように

感じられた。最も印象的だったのは、滞在が

終わろうとする時、エミルに｢君は本当に地

元の人みたいになったね。僕は誇りに思うよ」

と言われたことだ。エバンスさんは「将来あ

る高校生が交流し理解しあうことが、両国の

平和、世界の平和に寄与することを信じてい

る」と言われたが、その言葉の意味が少し分

かったような気がした。来年アベリスツイス

から研修生が来た時は、今度は自分がこの町

の魅力を伝え、交流し合いたい。

研修で得たこと、学んだことを
これからに活かしていきたい
宮津高校２年　太田美和子

「外国の文化を知り、日本

の文化も伝えたい」という

のが動機で応募した。この

研修で分かったことは、伝

えたいと思えば言葉が違っ

ても通じるということだ。会話では、中学校

で習った程度の英語を主に使い、単語を並べ

たりジェスチャーが多かった私だが、最後ま

で話を聞いてくれた。言葉が不安だったので、

伝えられるとすごくうれしかった。家の中で

も外でも、ウェールズの文化にたくさんふれ

ることができた。日本のことを聞かれると思

うように説明できなかったが、日本語をたく

さん教えることができたので、今回をきっか

けにより興味をもってもらえればと思う。マ

ーケットで買い物をした時、店の人に「日本

に行ったことがあり、良いところだ」と言わ

れてうれしかった。自分の国を良いなんて日

本にいるとなかなか聞けないから、よけいに

うれしく感じた。この研修で得たこと、学ん

だことを大切に、これからに活かしていきた

い。そしてなにより、与謝野町とアベリスツ

イスの交流が続くよう願っている。

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語

与謝野
アベリスツイス
友好物語
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新
た
な
門
出
を

永
久
保
存
版
に

与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
（
Ｋ
Ｙ

Ｔ
）
で
は
、
成
人
式
の
模
様
を
撮

影
し
、
一
月
に
製
作
番
組
と
し
て

放
送
し
ま
し
た
。

現
在
番
組
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
岩
滝
・
野
田
川
地
域
の
方
や

見
逃
し
た
加
悦
地
域
の
方
、
さ
ら

に
永
久
保
存
版
と
し
て
保
管
し
て

お
き
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ダ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
手
数
料
（
町

内
の
方
は
三
百
円
）
を
各
庁
舎
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

加
悦
地
域
振
興
課

1
（
４
３
）
２
３
７
８

問 新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う

「
平
成
二
十
一
年
与
謝
野
町
成
人

式
」
が
一
月
十
一
日
、
野
田
川
わ

ー
く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

与
謝
野
町
の
新
成
人
は
、
昭
和

六
十
三
年
四
月
二
日
生
ま
れ
か
ら

平
成
元
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で

の
三
百
二
十
九
人
で
、
そ
の
う
ち

の
二
百
五
十
六
人
が
振
り
袖
や
ス

ー
ツ
に
身
を
包
み
、
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
雪
に
見

舞
わ
れ
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
成
人
の
晴
れ
の
舞
台
を
祝

う
か
の
よ
う
な
晴
れ
間
も
広
が
り

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
堀ほ

り

口ぐ
ち

卓た
く

也や

副
町
長

か
ら
「
日
頃
の
努
力
を
怠
ら
ず
日

本
、
そ
し
て
世
界
を
舞
台
に
ご
活

躍
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
た
後
、
来
賓
や
多
数
の
参

加
者
が
見
守
る
中
、
副
町
長
か
ら

城き

■ざ
き

の
ぞ
美み

さ
ん
（
岩
滝
）
へ
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
新
成
人
を
代
表
し
新に

っ

田た

信の
ぶ

人ひ
と

さ
ん
（
加
悦
奥
）
が
謝
辞
を
読
み

上
げ
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
誓

い
ま
し
た
。

﹇
平
成
二
十
一
年
与
謝
野
町
成
人
式
﹈

二
十
歳
の
誓
い
。

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
に
盛
大
な
式
典
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、与
謝
野
町
長
様
を
は
じ
め
、ご
来

賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
、
新
成
人
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
に
満
ち
溢
れ
、
素
晴
ら
し
い
環

境
を
持
つ
こ
の
町
で
、
仲
間
た
ち
と
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
共
有
し
な
が
ら
育

っ
て
き
た
二
十
年
間
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
こ

の
町
で
暮
ら
す
者
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
で
人
生
を
築
く
者
に
と
っ
て
も
、
与

謝
野
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
経
験
し
た
こ

と
全
て
が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
を
支
え

て
く
れ
る
礎
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。現

在
の
社
会
情
勢
は
、
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
を
背
景
と
す
る
景
気
の
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
企
業

に
よ
る
新
卒
者
の
内
定
取
り
消
し

等
と
い
っ
た
暗
い
話
題
が
、
同
世
代
の

若
者
の
不
安
を
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
問
題
に
直

面
し
た
際
で
も
、
決
し
て
身
を
引
か
ず
、

積
極
的
に
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
家
族
や
地
域

の
方
々
、
社
会
に
支
え
ら
れ
て
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は

一
人
の
大
人
と
し
て
自
立
し
、
自
ら
の

責
任
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
の
私
た
ち
で
す
が
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
皆
様
か
ら
ご
指
導

を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
の
自
分

が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
次
の

時
代
を
担
う
者
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
大
い
な
る
希
望
を
持
っ

て
、
日
々
努
力
し
、
誠
実
な
大
人
に
な

る
こ
と
を
成
人
の
門
出
に
誓
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
日
こ

の
日
を
故
郷
与
謝
野
町
で
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
の
美
し
い
与

謝
野
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
一
月
十
一
日

新
成
人
代
表
　
新
田
　
信
人

１ 岩滝、野田川、加悦地域それぞれに分かれて記念撮影。
大人の仲間入りに、表情も自然と引き締まります　２ カメ
ラ付き携帯電話でパチリ。式典終了後は久しぶりに会う同級
生との再会に笑顔があふれていました　３ 真剣な表情で副
町長や来賓の話に耳を傾ける新成人　４ 晴れやかな表情を
浮かべる新成人　５ 今年は例年以上の出席率（約80％）で、
会場は新成人の熱気に包まれていました　６ 会場の外は、
あちらこちらで記念撮影。懐かしい顔を見かけては友人たち
と写真を取り合っていました

新成人を代表して、副町長に
謝辞を述べる新田信人さん

1

2

34

5

6
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がんばってます！消防団 編集●消防団本部

﹇
平
成
二
十
一
年
出
初
式
﹈

「
火
災
ゼ
ロ
」の

実
現
を
目
指
し
て

一
月
十
一
日
、
加
悦
小
学
校
体
育
館
で
、
消

防
団
各
方
面
隊
団
員
と
宮
津
与
謝
消
防
署
員
ら

百
七
十
八
人
が
一
堂
に
会
し
、
「
平
成
二
十
一

年
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
谷た

に

田だ

久ひ
さ

典の
り

団
長
が
「
今
年
こ
そ

『
火
災
ゼ
ロ
』
の
実
現
の
た
め
、
予
防
消
防
を

徹
底
し
、
ま
た
消
防
力
強
化
の
た
め
、
団
員
一

人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
消
防
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
。
続
い
て
、
堀
口

副
町
長
か
ら
「
今
年
一
年
も
引
き
続
き
『
め
ざ

そ
う
火
災
ゼ
ロ
の
町
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全

団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
が
あ

り
、
団
員
ら
は
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
功
労
者
と
永
年
勤
続
者
に
表
彰
状
の

伝
達
が
行
わ
れ
、
退
職
消
防
団
員
に
は
、
長
年

の
ご
労
苦
に
対
し
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
会
場
か
ら
加
悦
地
域
公
民

館
ま
で
、
規
律
厳
正
に
し
て
士
気
み
な
ぎ
る
頼

も
し
い
姿
の
分
列
行
進
が
披
露
さ
れ
、
与
謝
野

町
商
工
会
加
悦
支
所
付
近
か
ら
、
今
年
一
年
の

無
火
災
を
祈
り
、
色
と
り
ど
り
に
着
色
さ
れ
た

鮮
や
か
な
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表彰された団員の皆さん（一部抜粋・敬称略）

○
京
都
府
消
防
協
会

功
績
章

堀ほ
り

口ぐ
ち

満み
つ

朗あ
き

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

勤
功
章

白し
ら

須す

　

祥
介

し
ょ
う
す
け（

本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

精
績
章

大お
お

垣が
き

　

忠た
だ

博ひ
ろ

（
加
悦
①
／
分
団
長
）

廣ひ
ろ

野の

　

秀ひ
で

和か
ず

（
岩
滝
②
／
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

精
勤
章

小お

田だ

　

芳よ
し

男お

（
加
悦
②
／
分
団
長
）

木き

村む
ら

　

正ま
さ

典の
り

（
加
悦
③
／
分
団
長
）

糸い
と

井い

　

賢け
ん

一い
ち

（
岩
滝
③
／
分
団
長
）

江え

原ば
ら

　

正ま
さ

則の
り

（
野
田
川
①
／
分
団
長
）

小こ

松ま
つ

　

　

理
お
さ
む

（
野
田
川
③
／
分
団
長
）

○
両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

矢や

野の

　

浩ひ
ろ

之ゆ
き

（
加
悦
③
／
部
長
）

中な
か

垣が
き

　

宏ひ
ろ

樹き

（
岩
滝
②
／
部
長
）

伊い

藤と
う

　

　

繁
し
げ
る

（
岩
滝
③
／
部
長
）

和わ

田だ

　

直な
お

樹き

（
野
田
川
①
／
部
長
）

大だ
い

門も
ん

　

　

洋
ひ
ろ
し

（
野
田
川
③
／
部
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

杉す
ぎ

本も
と

　

政ま
さ

也や

（
加
悦
③
／
班
長
）

堀ほ
り

口ぐ
ち

　

義よ
し

雄お

（
岩
滝
②
／
班
長
）

小お

長ば

谷せ

英え
い

治じ

（
野
田
川
④
／
班
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

赤あ
か

西に
し

　

永え
い

光こ
う

（
加
悦
③
／
班
長
）

矢や

野の

　

彰あ
き

男お

（
加
悦
①
／
班
長
）

小こ

柴し
ば

　

貴た
か

也な
り

（
加
悦
①
／
班
長
）

西に
し

村む
ら

　

秀ひ
で

明あ
き

（
加
悦
③
／
班
長
）

川か
わ

邊べ

　

　

真
ま
こ
と

（
岩
滝
②
／
班
長
）

荻お
ぎ

野の

　

貴た
か

史し

（
岩
滝
③
／
班
長
）

増ま
す

田だ

　

靖や
す

彦ひ
こ

（
野
田
川
①
／
班
長
）

玉た
ま

川が
わ

　

茂し
げ

生お

（
野
田
川
①
／
班
長
）

岩い
わ

城き

　

正ま
さ

明あ
き

（
野
田
川
①
／
班
長
）

山や
ま

本も
と

　

桂け
い

司じ

（
野
田
川
②
／
班
長
）

小お

長ば

谷せ

克か
つ

巳み

（
野
田
川
④
／
班
長
）

○
団
長
特
別
表
彰

矢や

野の

　

浩ひ
ろ

之ゆ
き

（
加
悦
③
／
部
長
）

倉く
ら

　

　

純
一

じ
ゅ
ん
い
ち

（
加
悦
③
／
団
員
）

豊と
よ

田だ

　

善よ
し

史ふ
み

（
加
悦
③
／
団
員
）

井い

■ざ
き

　

和か
ず

彦ひ
こ

（
加
悦
③
／
係
長
）

山や
ま

本も
と

　

桂け
い

司じ

（
野
田
川
②
／
班
長
）

山や
ま

■ざ
き

　

直な
お

哉や

（
野
田
川
②
／
団
員
）

浪な
み

江え

　

　

武
た
け
し

（
野
田
川
②
／
団
員
）

楠く
す

■の
き

　

泰や
す

彦ひ
こ

（
野
田
川
②
／
団
員
）

大お
お

内う
ち

　

浩ひ
ろ

史ふ
み

（
野
田
川
②
／
団
員
）

表彰された退団者の皆さん（敬称略）

○
消
防
庁
長
官
退
職
一
号
報
償

○
京
都
府
消
防
協
会
長
感
謝
状

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

小こ
い

池け
じ

潤ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
上
山
田
）

○
消
防
庁
長
官
退
職
二
号
報
償

○
京
都
府
消
防
協
会
長
感
謝
状

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

木き

村む
ら

　

博ひ
ろ

史し

（
温
江
）

前ま
え

田だ

　

正ま
さ

明あ
き

（
岩
滝
）

小こ

西に
し

　

政ま
さ

次じ

（
岩
屋
）

吉よ
し

田だ

　

光み
つ

宏ひ
ろ

（
算
所
）

松ま
つ

井い

　

栄え
い

治じ

（
算
所
）

長な
が

島し
ま

　

好よ
し

信の
ぶ

（
上
山
田
）

白し
ら

数す

　

　

剛
た
け
し

（
石
川
）

牧ま
き

井い

　

隆た
か

幸ゆ
き

（
岩
滝
）

久
泉

ひ
さ
い
ず
み
　

一か
ず

也や

（
三
河
内
）

坂さ
か

根ね

　

　

治
お
さ
む

（
岩
屋
）

安や
す

田だ

　

智と
も

幸ゆ
き

（
下
山
田
）

河か
わ

辺べ

　

　

悟
さ
と
る

（
石
川
）

○
消
防
庁
長
官
退
職
二
号
報
償

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

市い
ち

田だ

　

博ひ
ろ

英ひ
で

（
明
石
）

山や
ま

田だ

　

敬け
い

三ぞ
う

（
三
河
内
）

加か

畑ば
た

　

輝て
る

行ゆ
き

（
四
辻
）

山や
ま

■ざ
き

　

彰あ
き

典の
り

（
下
山
田
）

北き
た

風か
ぜ

　

好よ
し

隆た
か

（
加
悦
奥
）

桝ま
す

　

　

幹も
と

明あ
き

（
三
河
内
）

矢や

嶋じ
ま

　

広ひ
ろ

和か
ず

（
岩
屋
）

曽そ

根ね

田だ

康や
す

博ひ
ろ

（
石
川
）

赤あ
か

西に
し

　

秀ひ
で

幸ゆ
き

（
加
悦
）

中な
か

上が
み

　

伸し
ん

午ご

（
加
悦
奥
）

吉よ
し

岡お
か

　

　

忠
た
だ
し

（
幾
地
）

坂さ
か

根ね

　

浩ひ
ろ

樹き

（
石
川
）

○
京
都
府
知
事
退
職
報
償

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

浪な
み

江え

　

俊と
し

和か
ず

（
石
川
）

池い
け

田だ

　

浩ひ
ろ

樹き

（
三
河
内
）

小こ

池い
け

　

隆た
か

通み
ち

（
上
山
田
）

立た
て

川か
わ

　

義よ
し

文ふ
み

（
三
河
内
）

中な
か

島じ
ま

　

輝て
る

幸ゆ
き

（
岩
屋
）

小お

長ば

谷せ

　

節
み
さ
お

（
上
山
田
）

坂さ
か

根ね

　

　

正
た
だ
し

（
幾
地
）

仲な
か

江え

　

美よ
し

博ひ
ろ

（
上
山
田
）

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

伊だ

達て

真ま

由ゆ

美み

（
与
謝
）

小こ
ば

林や
し

　

由ゆ

美み

（
加
悦
）

木き

村む
ら

　

道み
ち

世よ

（
加
悦
奥
）

寺て
ら

田だ

　

絢じ
ゅ

子ん
こ

（
京
丹
後
市
）

中な
か

田た

　

裕ひ
ろ

人と

（
草
津
市
）

安や
す

田だ

　

新し
ん

一い
ち

（
滝
）



利用料金がよくわからない。どのくらいの費用で加入できるの？07
有線テレビは「月額利用料」と「初期費用」が必要です。料金等は次のとおりの見込みとなります。

特集 有線テレビ拡張

1011 広報よさの FEBRUARY  2009

情報の道「光ファイバー網」の工事が
いよいよスタートします。

これまで与謝野町の地域情報化の現状や課題、検討の経過、またアンケート調査の結果などをお伝え

してきたところですが、与謝野町議会12月定例会の一般会計補正予算審議で「与謝野町地域情報通

信基盤整備工事」を提案し、２日間にわたる審議の結果、全員賛成で承認をいただき、いよいよ有線

テレビ拡張に向けた工事が動きだすこととなります。今回は、工事の内容や有線テレビ拡張後に皆さ

んにご提供するサービス（案）の概要について質疑応答形式でお知らせします。

有線テレビ拡張工事の内容は？04
伝送路系とシステム系の工事を行います。伝送路系工

事は、加悦庁舎の有線テレビセンター施設から、加入

いただいた各家庭まで光ファイバー線を引き込みま

す。野田川庁舎、岩滝庁舎にサブセンターを設置し、

関電柱・NTT柱への共架や町独自の柱を設置して、幹

線の配線を行い、最終は、幹線から引込線を通じてご

家庭の軒下にONU（端末機器をネットワークに接続す

るための装置）を設置させていただく工事となります。

システム系工事は加悦庁舎の有線テレビセンター施設

内に、高画質のテレビ放送やインターネット、告知放

送等に必要な機器類の整備や改修を行います。

有線テレビの管理運営は？05
与謝野町有線テレビ事業として町直営で施設の管理と

運営を行っていきます。現在は施設の運営、放送番組

の適正化、情報の収集等について広く意見を求めるた

め、「有線テレビ放送運営及び番組審議会」を設置し

ていますが、エリアが拡張することから、審議会を再

編し、町民の皆さんの意向に添った運営と番組づくり

を行っていきます。

有線テレビの拡張エリアは？01
現在、加悦地域でサービスを行っている「有線テレビ

事業」を野田川地域と岩滝地域に拡大します。光ファ

イバーを一般家庭に直接引き込むFTTH方式による施

設の拡張を行います。

サービス開始時期と事業費は？02
国の平成20年度補正予算（ICT交付金）の補助金を活

用して工事を実施します。平成22年度までの約14ヵ

月間の予定で工事を進め、試験放送等の調整を行い、

平成22年４月１日からサービス（有料）を開始する

予定です。総事業費は20億8,121万4千円を予算計上

しており内訳は次のとおりです。

工事費（実施設計含む） 20億6,944万5千円

設計管理費 905万1千円

その他（旅費、需用費等） 271万8千円

ICT交付金（国庫補助金） 4億2,231万円

地域活性化・緊急安心総合対策交付金（国庫補助金） 1,090万円

合併特例債 15億6,510万円

一般財源 8,290万4千円

事業費の財源

総事業費20億8,121万4千円

有線テレビ加入時の支援策は？03
有線テレビに事前申込期間中に加入いただきました各

家庭に対し、加入料や引込線工事負担金の無料化、さ

らに宅内工事費の個人負担分の軽減と地上デジタル放

送を推進するため、一定の支援を計画しています。ま

た、共聴テレビアンテナ組合の皆さんが加入いただい

た場合は、既存共聴施設の撤去費用を支援する計画を

しています（平成21年度一般会計当初予算に計上予定）。

新しく拡張する野田川・岩滝地域のサービス利用料金は次のとおりです。 

● 放送サービス 

地上デ ジ タ ル放送の再送信 や 、 町内の話題をお知らせする自主番組放送 、 データ放送 、 B S ・ C S 衛星放送な ど 

の多チ ャ ンネル放送 、 防災行政無線と連携した告知放送など、さまざまなかたちの情報提供を予定しています。 

放送サービスの内 容 （基本プラン） 

地上波放送 地上デ ジ タ ル放 送 ・ 地上アナログ放送各７チ ャ ンネ ル （別途 NHK受信料が必要です） 

衛星放 送 （ BS 放送） BS放送10チャンネル（別途 NHK受信料が必要です） 

自主番組放送 町内の ニ ュ ー スや話題を職員が取 材・ 編集し放送するコミ ュ ニ テ ィチ ャ ンネルです 

文字放送 「広報よさのお知らせ版 」 な ど の行政情報を文字放送でお送りします 

データ放送 デ ジ タ ル放送により 、 映像とは別に気象情報や行政情報などが取り出 せ る放送です 

FM告知放送 役場から貸与する端末器から防災情報や行政情報な ど の告知放送を聴くことができます 

※地上テジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送対応のテレビか現在のテレビにデジタルチューナーが必要です。 
このほかに、増幅器、分配器、壁端子、宅内配線などが対応していることが必要です。 

放送サービスの利用料金 

月額利用料 1,000円 減免措置あり 

初期費用 ・ 加入 無料 事前申込期間終了後は有料 

・ 引込線工事負担金 無料 事前申込期間終了後は有料 

・ 宅内工事 19,800円 工事費はあくまで加悦地域の標準工事の目安 

※標準工事19,800円の内訳は 、 ONUからテレビ１台 、 告知端末器１台への露出配 線 （25ｍ以内 ） と接続調整のみ。 
※NHK受信料（地上契約のみ1,345円／月、地上契約と衛星契約の場合2,290円／月）が別途必要です。 
※基本プランのほかBS・CS放送の多チャンネル放送をオプション選択された場合も別途料金が必要です。 

● インターネット通信サービス 

電子メ ー ルの利用を主体とした廉価タイプから 、 上 り・ 下 り 10 0MB の ベ ストエフォート対応に よ る 光 な ら で 

はのインターネット通信が可能なタイプまで、３段階のプランを予定しています。 

インターネット通信サービスの内容と月額利用料金 

基本プラン 2,000円／月の予定 電子メ ー ルの利用を主体とした廉価版タイプです 

おす す めプラン 2,500円～3,500円／月の範囲で予定 30MBベストエフォート対応のサービスプランです 

まんぞくプラン 4,000円～4,500円／月の範囲で予定 上り ・ 下り100MBベストエフォート対応のプランです 

インターネット通信サービス利用時の初期費用 

加入料 無料 事前申込期間終了後は有料 

引込線工事負担金 無料 事前申込期間終了後は有料 

宅内配線工事 15,750円 工事費はあくまで加悦地域の標準工事の目安 

BBルーター 4,000円～ 市販品の機器 

※必要に応じて、設定料、ウィルス対策ソフトが必要です。標準工事15,750円の内訳は、ONUからBBルーターまでの接続です。 
※IP電話サービスを計画していますが、民間事業者の参加が前提となります。参加がなければサービス提供は見合わせます。 

［　　　　　　　］ 加悦地域は、FTTH整備ができるまで 
現行の料金体系を基本とします。 

有線テレビ拡張後のサービスと利用料金は？06

１月26日に開催された有線テレビ拡張工事業者説明会の様子
有線テレビ拡張事業についてのお問い合わせは、企画財政課（146-3084）まで。

月 額 利 用 料

初　期　費　用
加入料
引込線工事
宅内配線工事
BBルーター

初期費用合計

セット加入（テレビ・インターネット）
3,000円～5,500円／月

セット加入（テレビ・インターネット）
0円（事前申込期間）
0円（事前申込期間）

35,550円
4,000円～

39,550円

テレビのみの加入
1,000円／月

テレビのみの加入
0円（事前申込期間）
0円（事前申込期間）

19,800円
－

19,800円

インターネットのみの加入

インターネット通信のみ
の加入ついては現在検討
中です



私たち保健師・栄養士は、この訪問での 

出会いを大切に、健やかな子どもたちの 

成長と、ご家族の健やかな暮らしのための支 

援に努 め ていま す 。 不安なく子育てをスタ ー 

ト し ていただくためにも大いに利用 し て く だ 

さい 。 赤ちゃん訪問に限 ら ず 、 ご希望があ れ 

ば 、 妊婦 訪 問・ 乳幼 児 訪 問 も行 っ て い ま す 。 

保健 師 ・ 栄養士がお伺いしま す 。     

問 保健課 43-1514 

●市場保育所すもう大会

ちびっこ力士が真剣勝負
「すもう大会」が１月22日、市

場保育所で行われ、園児らが白熱し

た相撲を繰り広げました。

東西２チームに分かれた園児ら

は、自分たちでつけた四股名が呼ば

れると土俵中央に。土俵を囲んで声

援を送る全園児が見守る中、「はっ

けよーい、のこった！」の掛け声に

合わせて勢いよく飛び出し、真剣勝

負を展開。力士顔負けの投げを打っ

たり、水入りになりそうな接戦があ

ったりと、50番を超える取組すべ

てに見所がいっぱいでした。

は
っ
け
よ
ー
い
、
の
こ
っ
た
!!

12

まちの　　　　お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題
●第27回全国都道府県対抗女子駅伝

木 良子選手が快走
京都の５連覇に貢献！
「第27回全国都道府県対抗女子駅伝」

が１月11日、西京極陸上競技場を発着

点に９区間42.195kmのコースで47都道

府県チームが参加して行われ、下山田出

身の木
き

■
ざき

良
りょ

子
うこ

選手（ダイハツ）が１区を

走った京都が、５年連続13度目の優勝

を果たしました。

木 選手は３年連続の出場で、今年は

社会人１年目の実業団ランナーとしてふ

るさと出場。スタートから先頭集団を引

っ張り、残り500m付近からは、北京五

輪女子マラソン代表の中
なか

村
むら

友
ゆ

梨
り

香
か

選手

（岡山）とデッドヒートを展開。ほぼ同

時に第１中継所に飛び込み、同タイムの２位でたすきをつなぎ、

チームに勢いを与えました。

町内からも「木 良子後援会」と「山田体育協会」を中心とし

た応援団が結成され、沿道で声援がおくられました。レース前、

応援団が木 選手に声をかけると、「調子がいい」と力強く答え

てくれたといい、後援会世話人の岩
いわ

間
ま

脩
おさむ

さん（下山田）は、「言

葉どおりの活躍だった。実業団に入って、今までより走りが力強

くなっていた」と、レースを間近で見た興奮を話してくれました。

●旧尾藤家住宅 百人一首かるた大会

大江山～いく野の道は～
「百人一首かるた大会」が１月17

日、旧尾藤家住宅で行われました。

これは、昔なつかしい百人一首か

るた遊びを楽しんでもらおうと、旧

尾藤家住宅が昨年から始めたもの

で、今年で２回目になります。

参加者のほとんどが初心者という

ことで、複数人で自由に札を取り合

う「チラシ取り」で練習を行った後、

一対一で対戦する「源平戦」方式で

大会は実施。参加者は、身を乗り出

して「はい！」と元気よく札をとっ

たり、お手つきには笑顔を見せたり

と、かるた取りを楽しんでいました。

か
る
た
を
取
り
合
う
参
加
者

●少年野球教室

元プロの指導に目を輝かせる
元プロ野球ヤクルト投手、矢

や

野
の

和
かず

哉
や

さんの「少年野球教室」（与謝野

町ジュニアスポーツ連絡協議会主

催）が12月21日、野田川グラウン

ドで行われ、町内の少年野球チーム

の５年生約60人が参加しました。

矢野さんは、野球に対する心構え

や動作の基本姿勢「アスリートポジ

ション」、キャッチボール、素振り

など、野球の基本動作を中心に熱心

に指導。「相手のことを思いやる気

持ちがチームワークにつながる」と

のメッセージに、子どもたちは目を

輝かせて聞き入っていました。

矢
野
さ
ん
（
中
央
）
の
熱
心
な
指
導

を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

上／北京五輪女子マラソン代表の中村友梨香選手（岡山）とデッ
ドヒートを繰り広げる木 良子選手（写真提供：京都新聞社）
下／五条通の京都光華女子大学前で、３枚の横断幕を広げ、応援
の準備をする応援団の皆さん（写真提供：木 良子後援会）
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お
母
さ
ん
へ
電
話
を

か
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

「
も
し
も
し
、
役
場
の
保
健
師
で
す
。

○
○
ち
ゃ
ん
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
て
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
町
で
は
、
一

ヵ
月
を
過
ぎ
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
お
宅
に

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
状
態
や
栄
養
の
こ
と
に
加
え
、
お
母
さ

ん
の
健
康
状
態
や
育
児
に
つ
い
て
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。
明
日
二
時
に
お
伺
い
し
て

よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」

赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
て
一
ヵ
月
〜
二
ヵ

月
頃
ま
で
の
お
母
さ
ん
の
も
と
に
、
保
健

師
か
ら
こ
ん
な
内
容
の
電
話
を
か
け
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
に
つ
い
て

【
対
象
】
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
全
員（
低
体

重
（
二
五
〇
〇
㌘
未
満
）
で
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
丹
後
保
健
所
か
ら
連
絡

し
て
い
ま
す
）

【
時
期
】
生
後
一
ヵ
月
〜
二
ヵ
月
頃（
希
望

が
あ
れ
ば
早
め
の
訪
問
も
可
）

【
連
絡
方
法
】
必
ず
電
話
連
絡
を
し
て
、都

合
を
聞
い
て
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

【
内
容
】

◎
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
（
胸
囲
・
頭
囲
）
計

測
・
体
重
測
定

◎
母
乳
や
ミ
ル
ク
量
の
こ
と
、
発
育
や
発

達
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

◎
お
母
さ
ん
の
産
後
の
体
調
や
育
児
に
関

す
る
相
談

◎
町
で
実
施
す
る
乳
児
健
診
や
予
防
接
種
、

育
児
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
提
供

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

困
り
ご
と
の
中
で
多
い
の
は
、「
母
乳
は

ち
ゃ
ん
と
出
て
い
ま
す
か
？
ち
ゃ
ん
と
飲

め
て
い
ま
す
か
？
」
「
体
重
は
増
え
て
い

ま
す
か
？
」
「
な
か
な
か
寝
て
く
れ
な
く

て
…
」
「
よ
く
泣
く
ん
で
す
。
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
な
ん
で
泣
く
の
か
わ
か
ら

な
く
て
…
」
な
ど
で
す
。

子
育
て
は
、
初
め
て
で
も
、
２
人
目
・

３
人
目
で
あ
っ
て
も
、
戸
惑
い
は
多
い
も

の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
は
、
体
重
の

増
え
を
確
認
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情
や
身

体
の
動
き
な
ど
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か

な
成
長
を
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
確
認
す
る

こ
と
で
、
前
述
の
よ
う
な
不
安
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
産
後
一
ヵ
月
〜
二
ヵ
月
は
、
お

母
さ
ん
自
身
の
急
激
な
暮
ら
し
の
変
化
に
、

身
体
だ
け
で
な
く
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、

気
分
が
沈
み
が
ち
で
す
。
ほ
ん
の
些
細
な

こ
と
が
大
き
な
不
安
に
な
り
、
子
育
て
が

し
ん
ど
く
な
っ
た
り
、
家
族
間
の
悩
み
や
、

中
に
は
、「
母
親
と
し
て
失
格
で
は
」
と
い

う
自
責
感
情
を
も
た
れ
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
方
へ
の
心
の
健

康
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
四
月
か
ら
は
「
産
後
う
つ
の
質

問
票
」
や
「
赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
質
問
票
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
母
さ
ん
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
よ
り
お
母
さ
ん
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

新
生
児
期
の
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
も
成
長

の
ペ
ー
ス
も
一
人
ひ
と
り
個
人
差
が
あ
り
、

育
児
書
ど
お
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち

ゃ
ん
や
自
分
の
こ
と
で
、
困
っ
た
り
心
配

な
こ
と
は
、
出
産
し
た
病
院
や
か
か
り
つ

け
の
小
児
科
、
家
族
、
友
人
、
そ
し
て
保

健
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

与
謝
野
町
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
安
心
し
て
育
児
が
で
き
、

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
出
産
し
て
一
ヵ
月
〜
二
ヵ
月
頃

ま
で
に
ご
家
庭
に
保
健
師
が
お
伺
い
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

健やか広場　ss 赤ちゃん訪問

保
健
師
（
左
）
か
ら
、
腹
ば
い
運
動
の
練
習
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
る
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

上段左から、水口淳子係長、東牧子主任保健師、青山潤子主
任保健師、香山優子主任保健師。下段左から、柴田和代課長
補佐、尾上愛保健師、柴山真美保健師、小西衣都子栄養士
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British Times［第5回 気持ち］ 国際交流員 Lok Yin's コラム

時の贈り物 ［第34回 旧加悦鉄道加悦駅舎］ まちの文化財

加
悦
鉄
道
加
悦
駅
舎
は
、
現

在
の
与
謝
野
町
加
悦
庁
舎
の

向
か
い
に
あ
り
、
赤
と
緑
の
屋
根
瓦

と
白
い
壁
に
彩
ら
れ
た
木
造
建
物
で

す
。大

正
十
四
年
、
地
元
住
民
の
強
い

要
望
で
、
縮
緬
産
業
の
発
達
と
地
域

交
通
網
の
整
備
を
目
指
し
て
加
悦
鉄

道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
に

は
丹
後
山
田
駅
（
現
野
田
川
駅
）
〜

加
悦
駅
間
五
・
七
㎞
の
鉄
道
路
線
が

開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鉄
道
の

開
通
に
先
駆
け
て
、
大
正
十
五
年
八

月
に
は
加
悦
駅
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

駅
舎
は
二
階
建
て
の
木
造
建
築
で
、

二
階
部
分
が
寄
棟
造
、
一
階
が
切
妻

造
り
で
桟
瓦
を
葺
き
、
下
見
板
張
り

の
壁
に
縦
長
の
窓
が
特
徴
的
な
建
物

で
、
そ
の
洋
風
の
外
観
は
当
時
の
加

旧

図書館へ行こう！ BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

図書館おはなし会

＜本館＞

２月28日（土）午後１時30分～「長野ヒデ子さん読み聞かせ」

３月７日（土）①午後１時30分～　②午後３時～

＜加悦分室＞

３月14日（土）午後３時～

＜野田川分室＞

３月１日（日）午前10時30分～「ひなまつりお話会」

子ども読書絵手紙コンテスト

入賞作品を展示します

＜期間＞

３月５日（木）～３月15日（日）

※３月９日（月）は休館。

※時間はいずれも午前９時～午後５時。

＜場所＞

知遊館（展示室）

月と言えば、14日のバレンタイン・デーですね。

欧米ではこの日に男性が好きな女性にプレゼン

トや花を贈ったり、一緒に食事をしたりする習慣があ

ります。日本のバレンタイン・デーは逆で、女性が男

性にチョコレートをあげますが、基本的には欧米でも

日本でも同じで、好きな人に自分の気持ちを表す日で

すね。私もこの日が好きですが、たぶんほかの女性が

思っているほど楽しみにしてはいません。なぜかと言

えば、一年中でたった一回、愛する人にはっきりその

人の気持ちを見せるというのは、情けないと思いませ

んか。

これは私自身の考えですが、恋人、両親、子ども、

そして友人への気持ちは、一年に一回や二回表すもの

ではなく、普段の日常生活で、言葉や身振り、小さな

プレゼントで見せるものと思います。もちろん、いつ

も気持ちを込めて、素顔のまま相手がどんなに大切な

のかを伝えるのが大事ですね。日常会話で呼びかけを

使うと、特に何も言わなくても親しく感じられます。

英語の「Honey」「Darling」「Love」は、「大切な人」の意

味がありますから、カップル同士の呼びかけだけでは

なく、自分の子どもにもよく使われています。子ども

にも気持ちを伝えるのが大事ですね。

私は香港で生まれまし

たので、両親に抱き締

められたり、ほおに

キスされたりするこ

とは、幼稚園に入る

までのことでした。

中国人は愛情を身振

りや言葉で見せる習慣

はないので、イギリスに

引っ越した時、西洋人の温か

さに慣れるには時間がかかりまし

た。主人のお母さんはスペイン人で

すので特に情熱的で、初めて会った時、キスされて不思

議な感覚だったのを覚えています。今はもう慣れて、毎

回会う時に必ずお互いの両ほおにキスを交わします。実

は慣れすぎて、お母さんやお祖父さんとそうしないと冷

たいと感じます。

今これを考えるのは早すぎるかもしれませんが、髪の

毛が白くなっても、しわがたくさんできても、ずっと好

きな人と仲良くしていたいです。主人のお父さんとお母

さんや、お祖父さんとお祖母さんのように、手をつなぎ

続けたいと思います。

２ 今月のオススメの一冊

平成20年１月～12月の図書館利用状況をお知らせします

禅のいろは

玄侑宗久／ＰＨＰ研究所

「犬も歩けば棒に当たる」「嘘か

ら出た誠」…。今ではなつかしい

「いろはカルタ」を通して、芥川賞

受賞作家で現在臨済宗住職の玄侑和

尚が仏教や禅の視点でつづります。

21世紀は「心の時代」だといわれる

中、今年は映画化されるなど「禅」が注目されているようで

す。この本はユーモアあふれる挿絵もあり読みやすいので、

おすすめです。

一般書

紙芝居　ネコのたいそう
（ネコになってあそぼう）

長野ヒデ子／童心社

寒い日が続いて、家の中に閉

じこもってしまう季節ですが、

こんな時だからこそ、この紙芝居で元気に体操をしてみませ

んか。真似をするのが難しいものもありますが、楽しいネコ

の絵に合わせて体操をすると、きっと心も体もポカポカに。

児童書

新
着
図
書
の
紹
介

【一般書】●『悪意／善意』江原啓之／小学館　●『オバマ演説集』オバマ（述）／朝日出版社　●『エコ＊コモノ』平田美

咲／青山出版社　●『パディンドンベアと歩くロンドン』ゴマブックス　●『寒椿ゆれる』近藤史恵／光文社　●『定

本納棺夫日記』青木新門／桂書房　●『プルーストとイカ』メアリアン・ウルフ／インターシフト

【児童書】●『てんごくのおとうちゃん』長谷川義史／講談社　●『かいけつゾロリイシシ・ノシシ大ピンチ！』原ゆた

か／ポプラ社　●『吟遊詩人ビードルの物語』Ｊ．Ｋ．ローリング／静山社　●『マタギに育てられたクマ』金治直

美／佼成出版社　●『びっくり地球一周の迷路』リチャード・メリット／ＰＨＰ研究所　●『ドラゴンはヒーロー』茂

市久美子（作）とよたかずひこ（絵）／国土社

悦
の
町
中
で
は
異
彩
を
放
っ
て
い
ま

し
た
。

鉄
道
の
開
業
に
伴
い
、
加
悦
駅
前

の
道
路
も
拡
張
整
備
さ
れ
、
駅
舎
周

辺
は
新
た
な
町
の
中
心
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
自
動

車
輸
送
が
貨
物
や
交
通
の
中
心
と
な

り
、
加
悦
鉄
道
の
鉄
道
事
業
が
昭
和

六
十
年
に
廃
止
さ
れ
る
と
、
駅
舎
は

現
在
の
地
に
曳
屋
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
加
悦
駅
の
構
内
は
、
加
悦

町
役
場
庁
舎
（
現
在
の
与
謝
野
町
加

悦
庁
舎
）
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
鉄
道
線
路
敷
跡
は
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
さ
れ
、

町
民
の
通
勤
・
通
学
や
散
策
道
と
し

て
利
用
さ
れ
、
駅
舎
は
当
時
の
貴
重

な
鉄
道
関
連
資
料
を
展
示
す
る
文
化

遺
産
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
与
謝
野
町
の
観
光
案
内
所
と

し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
与
謝
野
町

の
観
光
事
業
の
拠
点
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

合併して３年目を迎え

た平成20年の利用状況は、

平成19年と比較して貸出

人数が４.９％増、貸出冊

数が４.２％増となり、多

くの町民の皆さんにご利

用いただくことができま

した。今年もますます皆

さんにご活用いただける

図書館をめざします。ぜ

ひご利用ください。

旧加悦鉄道加悦駅舎

●種別

有形文化財（建造物）

●指定

与謝野町指定文化財

●指定日

平成８年５月１日

●所有

与謝野町

著者の長野ヒデ子さんが２月28日（土）、知遊館（図書館）

で自作絵本の読み聞かせを行います。ぜひお越しください。

項　目 平成20年 平成19年 平成18年 対前年比 
（20年と19年の比較） 

貸出人数 （人） 35,469 33,822 31,592 104.9% 

貸出冊数 （冊） 114,346 109,788 99,833 104.2% 

個人登録者数 （人） 7,675 7,211 6,703 106.4% 

蔵書数 （冊） 92,373 86,592 78,501 ― 

※平成18年 １ ・ ２月は旧町実績を合算したものです。 ※貸出数は学校・団体への貸出も含めた数です。 

※蔵書数には府貸出文 庫 ・ 雑 誌 ・ ＡＶ資料を含みま す。 ※登録者数は新町カードに切替をしていない人数を含みます。 
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町の花「ひまわり」のシンボルデザインが決定しました
総務課1 46-3003問

間もなく新しい公共交通がスタートします
企画財政課1 46-3084問

平
成
十
八
年
八
月
九
日
に
制
定
し

た
町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
と
町
の
木

「
椿
」
を
、
さ
ら
に
親
し
み
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
の
普
及
事
業
の
一

環
と
し
て
、
与
謝
野
町
の
花
・
木
の

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

町
の
木
「
椿
」
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
『
広
報
よ
さ
の

五
月
号
』
（
№
27
）
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
平
成
二
十
年
四
月
十
八

日
に
開
催
し
た
選
定
委
員
会
で
協
議

し
た
結
果
、
旧
加
悦
町
で
使
用
し
て

い
た
も
の
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
六
月
末
に
か

け
て
一
般
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
は
、
先
に
決
定
し
て
い
た

「
椿
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
も
の
を

公
募
し
、
三
百
八
十
一
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
選
定
委
員
会
に

出
産
育
児
一
時
金
が

三
十
八
万
円
に

増
額
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
す
る
方
が
出
産
さ
れ
た
と

き
、
申
請
に
よ
り
出
産
育
児
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
平
成

二
十
一
年
一
月
か
ら
、
産※

　

科
医

療
補
償
制
度
に
加
入
す
る
医
療

機
関
に
お
い
て
出
産
し
た
場
合

に
は
三
十
八
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
（
産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
に

お
い
て
出
産
し
た
場
合
に
は
今

ま
で
ど
お
り
三
十
五
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
）。

ま
た
、
出
産
に
要
す
る
費
用

を
出
産
育
児
一
時
金
の
範
囲
内

で
国
保
か
ら
医
療
機
関
に
直
接

支
払
う
受
領
委
任
制
度
が
あ
り

ま
す
。
受
領
委
任
制
度
を
利
用

す
る
場
合
、
事
前
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
保
健
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
／
分
娩

時
の
予
期
せ
ぬ
事
故
に
よ
り

重
度
脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
補
償
を
速
や
か

に
行
う
制
度
で
、
医
療
機
関

が
保
険
料
（
掛
金
）
を
支
払

っ
て
加
入
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
京
都
府
北
部
で
の
分

娩
医
療
機
関
の
全
て
が
加
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

七
十
五
歳
に
な
る
月
の

高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が

改
善
さ
れ
ま
す

月
の
途
中
で
七
十
五
歳
に
な

る
方
（
長
寿
医
療
制
度
に
移
行

す
る
方
）
の
当
該
月
の
高
額
療

養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、
こ
れ
ま
で
国
保
と
長
寿
医

療
制
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ま
で
の
負
担
よ
り
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
、

七
十
五
歳
に
な
る
月
に
限
り
国

保
と
長
寿
医
療
制
度
の
自
己
負

担
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の

１
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

の
負
担
と
変
わ
ら
な

く
す
る
よ
う
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
二

十
年
四
月
診
療
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
支
払
い
が
あ
れ

ば
償
還
払
い
の
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の

申
請
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領

収
書
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告

の
時
期
と
な
り
医
療
費
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
領
収
書
を

添
付
さ
れ
る
等
、
領
収
書
が
手

元
に
な
い
た
め
高
額
療
養
費
の

申
請
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
高
額
療
養
費
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
確
認
い
た
だ
き
、

該
当
す
る
場
合
に
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
不
明
な
場
合
は
、
領
収

書
を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、

保
健
課
、
岩
滝
・
野
田
川
各
地

域
振
興
課
で
確
認
し
ま
す
。
領

収
書
は
写
し
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
原
本
は
お
返
し
し
ま
す
。

お
い
て
厳
正
な
審
査
を
重
ね
た
結

果
、
塩し

お

崎ざ
き

歩あ
ゆ

美み

さ
ん
（
大
阪
市
）
の

作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
椿
や
ひ
ま
わ
り
の
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
各
種
行
事
や
式
典
な

ど
で
こ
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
使

用
し
、
町
の
花
・
木
の
普
及
に
努
め

ま
す
。

◎
加か

畑ば
た

満み
つ

久ひ
さ

（
学
識
経
験
者
）

○
小こ

池い
け

早さ

苗な
え

（
観
光
協
会
）

赤あ
か

松ま
つ

孝こ
う

一い
ち

（
議
会
）

白し
ら

須す

守も
り

夫お

（
区
長
連
絡
協
議
会
）

廣ひ
ろ

野の

優ゆ
う

子こ

（
商
工
会
）

芋い
も

田だ

保や
す

子こ

（
婦
人
会
）

細ほ
そ

井い

秀ひ
で

治は
る

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

須す

田だ

芳よ
し

一か
ず

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

岡お
か

田だ

三み

栄え

子こ

（
教
育
委
員
会
）

堀ほ
り

口ぐ
ち

卓た
く

也や

（
役
場
）

※
順
不
同
、
敬
称
略
。
括
弧
内
は
選
出
団

体
等
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
。

選
定
委
員
の
皆
さ
ん

鉄
道
・
バ
ス

春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

●
三
月
十
四
日
（
土
）
改
正
予
定

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）、
丹
後
海

陸
交
通
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
が
三
月
十
四
日
改

正
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り

（
町
営
バ
ス
）
運
行
開
始

●
三
月
十
六
日
（
月
）
運
行
開
始

町
で
は
、
現
在
路
線
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
な
い
交
通
不
便
地
区
を
解
消
す

る
た
め
に
、
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
ひ
ま
わ
り
（
町
営
バ
ス
）
の
運
行
を

始
め
ま
す
。

目
印
は
、
ひ
ま
わ
り
や
虹
の
デ
ザ
イ

ン
が
描
か
れ
て
い
る
小
型
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
。
そ
し
て
、
ひ
ま
わ
り
風
の
バ

ス
停
標
識
で
す
。
ま
も
な
く
皆
さ
ん
の

前
に
お
目
見
え
し
ま
す
。

現
在
、
運
行
時
刻
な
ど
の
詳
細
を
協

議
中
で
す
。
詳

し
く
は
、
三
月

上
旬
に
各
戸
配

布
予
定
の
「
バ

ス
・
鉄
道
時
刻

表（
仮
称
）」
に

掲
載
し
ま
す
。

さ
よ
な
ら
加
悦
バ
ス

●
三
月
十
四
日
（
土
）
廃
止昭

和
九
年

（
一
九
三
四
）に

加
悦
鉄
道
株
式

会
社
が
、
山
田

〜
後
野
間
で
路

線
バ
ス
の
運
行

を
始
め
て
か
ら

今
年
で
七
十
五
年
。
長
い
間
地
域
住
民

の
足
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
加
悦
フ
ェ

ロ
ー
ラ
イ
ン
バ
ス（
加
悦
バ
ス
）が
、
三

月
十
四
日
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
加
悦

フ
ェ
ロ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会
社（
1（
４
２
）

３
１
８
８
）
ま
で
。

■
一
日
乗
車
券

一
日
何
度
で
も
乗
り
降
り
で
き
る
一

日
乗
車
券
（
限
定
五
百
枚
）
が
、
三
百

円
で
二
月
九
日
（
月
）
か
ら
販
売
さ
れ

ま
す
。
利
用
で
き
る
期
間
は
、
二
月
十

六
日
（
月
）
〜
三
月
十
四
日
（
土
）。

■
さ
よ
な
ら
加
悦
バ
ス
記
念
乗
車
券

記
念
乗
車
券
（
限
定
千
枚
）
が
六
百

八
十
円
で
二
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
販

売
さ
れ
ま
す
。

■
さ
よ
な
ら
加
悦
バ
ス
の
運
行

【
運
行
日
】
三
月
十
四
日
（
土
）

【
セ
レ
モ
ニ
ー
】
Ｓ
Ｌ
広
場
を
午
後
一

時
に
出
発
し
ま
す
。

町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン

町
の
木
「
椿
」
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン

職員人事異動

●野田川地域振興課

課長　平野　勝彦

（１月４日 死亡退職）

●下水道課

課長　小西　忠一

（１月９日 兼野田川

地域振興課長）

出産育児一時金・高額療養費

「だんじょきょうどうさんかく社会って!?」
シリーズ⑪

男女共同参画

「男女共同参画」とは、性別に関係なく、自由で平等に、そして自分のやる気次第でいろいろなことにチャレンジで

きることをいいます。今回は、子どもたちの目線から、身近にある「男女共同参画」を考えてみたいと思います。

将来の夢

家　事

子どもと遊ぶのが得意だから、

保育園の先生になりたいな。

バスの運転手は、男の人だけの仕事ではありません。保育園の先生だって、科学

者だって、女でも男でも、がんばった人なら誰でもなれるんです。

理科の実験が大好きだから、科学者になってノーベル賞とるぞ。

車が大好きだから、バスの運転手になりたいな。

ぼくのうちは、お父さんもお母さんも会社で働いているけど、ご飯を作ったり洗たく

したり、家のことをするのはお母さんばっかり。お母さんは外でも家でも大変だな。

女でも男でも、ご飯を作ったり洗たくできるようにならなくちゃ！お母さん

が疲れているときは、家のことは家族みんなで協力してやろうね。

女だからこうしなくちゃいけない、男だからこうしなくちゃいけないと決めつけず、女も男も、自分のしたいことに

向かってがんばれる社会、それが「男女共同参画社会」なんだ。そのためにもう一つ大事なことは、「男のくせに」

「女のくせに」なんて言わないで、みんなの夢が叶うよう、家族や友だちのがんばりを応援しよう！



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

こ
の
欄
で
紹
介
す
る
出
生
と
お
悔

や
み
は
、
12
月
16
日
か
ら
１
月
15

日
ま
で
の
届
け
出
分
で
す
。
役
場

窓
口
で
届
出
の
際
に
希
望
さ
れ
た

方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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与謝野町役場
146-3001（代表）

岩滝地域振興課
146-3002

総務課
146-3003
146-3004（消防安全係）

企画財政課
146-3084
146-3085（情報システム係）

建設課
146-3267

商工観光課
146-3269

会計室
146-3007

野田川庁舎
144-2081（代表）

野田川地域振興課
144-2082

住民環境課
144-2083 

税務課
144-2084 

水道課
144-2085 

下水道課
144-2086

加悦庁舎
143-1511（代表）

加悦地域振興課
143-1512

福祉課
143-1513

保健課
143-1514

農林課
143-2191

議会事務局
143-0215

教育委員会 教育総務課
143-2192

教育委員会 教育推進課
143-2193

皆さんの善意ありがとうございました

ご寄付をいただきました皆さんには、心よりお礼申し上げます。いただきましたご

寄付は、目的に沿って役立たせていただきます。広報誌では、寄付いただいた方々の

中で公表に同意をいただいた方のみ紹介します（順不同）。

●ふるさと納税（平成20年12月以前受付分）

巻田　和夫 さん（兵庫県西脇市） 10万円

山本　洋一 さん（京丹後市） 12万円

●環境美化保全

橋立中学校PTA １万円

思い思いのクリスマスカードを作成
教育委員会 教育推進課1 43-2193問

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
を

と
お
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
伝

統
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
募

集
し
て
い
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
カ

ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
応
募
総
数

百
五
十
八
点
の
中
か
ら
、
次
の

と
お
り
各
部
門
の
入
選
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
（
敬
称
略
）。

金
　
大
泉

お
お
い
ず
み

美み

久く

（
山
田
小
三
年
）

銀
　
三み

つ

野の

菜な

朋ほ

（
三
河
内
小
四
年
）

銅
　
木き

■ざ
き

海
仁

か

い

と

（
山
田
小
六
年
）

金
　
山や

ま

下し
た

優ゆ
う

（
江
陽
中
一
年
）

銀
　
岩い

わ

■さ
き

美み

里さ
と

（
江
陽
中
一
年
）

銅
　
山や

ま

本も
と

真ま

生お

（
江
陽
中
一
年
）

金
　
竹た

け

石い
し

悦え
つ

子こ

（
宮
津
市
）

銀
　
臼う

す

井い

早さ

苗な
え

（
下
山
田
）

銅
　
川か

わ

村む
ら

由ゆ

美み

子こ

（
上
山
田
）

今月の納期

3.2（月）まで

国民健康保険税 ９期

夜間納税相談窓口

2.25（水）～27（金）

いずれも午後８時まで

野田川庁舎（税務課）

※納付書、納税通知書、

印鑑を持参してください。

大泉美久さんの作品山下優さんの作品竹石悦子さんの作品

一
般
成
人
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 施行場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千円/税抜） 

最低制限価格 
（千円/税抜） 

落札金額 
（千円/税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

12/1 20与上第3号 
第４次拡張改良事業配水 
管布設替工事 

配水管布設工 岩滝 8者 
㈱山添電気岩滝 
支店 

13,060 10,968 10,968 83.9 
H 2 0 / 1 2 / 1 0 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12/1 20与特下第25号 下山田地区面整備③工事 
開 削 工 ・ 圧送 管 布 設 工 ・ 人 孔 
設置 工 ・ 公共汚水桝設置工 

下山田 10者 カヤ興産㈱ 28,728 23,469 23,469 81.6 
H 2 0 / 1 2 / 1 0 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12/1 20与特下第27号 上山田地区面整備⑤工事 
開 削 工 ・ 人 孔 設 置 工 ・ 
公共汚水桝設置工 

上山田 9者 18,793 14,925 16,750 89.1 
H20/12/5 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12/1 20与教小工第9号 各学校遊具更新工事 遊具更新工 
岩 滝 ・ 滝 ・ 三河 内 ・ 
下山 田 ・ 岩 屋 ・ 幾地 

12者 ㈱谷口建設 5,914 5,026 5,026 84.9 
H 2 0 / 1 2 / 1 1 
～ H2 1 / 1 / 2 3 

12/1 20与 教保給委 第 1 号 
給食センター他下水道接続そ 
の他工事実施設計委託業務 

下水 道 接続そ の 他 工 
事実施設計委託業務 

四辻 4者 
シ ラ ス建築設計 
事務所 

1,950 ― 950 48.7 
H20/12/5 
～ H2 1 / 1 / 2 8 

12/1 20与河川改委第1号 上鉢屋敷水路測量委託 
基準 点 測 量 ・ 地 形 測 
量 ・ 路線測量 

弓木 10者 
牧草コン サ ルタン 
ツ㈱福知山支店 

1,500 ― 1,330 88.6 
H20/12/9 
～ H2 1 / 2 / 2 8 

12 / 1 5 20与特下第26号 下山田地区面整備④工事 
開 削 工 ・ 人 孔 設 置 工 ・ 
公共汚水桝設置工 

下山田 12者 ㈱杉建 18,195 14,434 16,284 89.5 
H 2 0 / 1 2 / 2 0 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12 / 1 5 ― 
下水道台帳作成業 務 （岩 
滝地域） 

下水道施設 調 査 ・ データ 入 力 ・ 
背景地形図作 成 ・ 台帳作成 

弓 木 ・ 岩 
滝 ・ 男山 

5者 
アジア航測㈱京 
都支店 

1,614 ― 

― 

1,400 86.7 
H 2 0 / 1 2 / 1 7 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12 / 1 5 ― 
下水道台帳作成業 務 （加 
悦地域） 

下水 道 施設 調 査 ・ デ 
ータ入 力 ・ 台帳作成 

算 所 ・ 加悦 奥 ・ 加 悦 ・ 
滝 ・ 金 屋 ・ 温 江 ・ 明石 

5者 
内外エン ジ ニアリン 
グ㈱京都北営業所 

2,446 2,180 89.1 
H 2 0 / 1 2 / 2 5 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

12 / 1 5 ― 
下水道台帳作成業 務 （野 
田川地域） 

下水道施設 調 査 ・ データ 入 力 ・ 
背景地形図作 成 ・ 台帳作成 

三河 内 ・ 岩 屋 ・ 幾 地 ・ 
上山 田 ・ 下山 田 ・ 石川 

5者 
アジア航測㈱京 
都支店 

3,850 ― 3,430 89.0 
H 2 0 / 1 2 / 1 7 
～ H2 1 / 3 / 2 5 

平成20年12月末現在

人　口 25,083人 （－24）

男 11,832人 （－14）

女 13,251人 （－10）

世帯数 9,031戸 （－06）

まちのうごき

加
悦
町
史
編
纂さ

ん

事
業
は
、
地

域
の
貴
重
な
歴
史
文
化
資
料
を

将
来
に
伝
え
る
た
め
、
旧
加
悦

町
時
代
の
平
成
十
三
年
八
月
に

着
手
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
も

与
謝
野
町
に
継
承
さ
れ
、
平
成

二
十
年
三
月
末
の
完
結
ま
で
に

約
六
年
半
を
要
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
資
料
収
集
や
整
理

で
は
大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

古
代
か
ら
戦
前
ま
で
の
地
域

の
特
長
に
焦
点
を
絞
っ
た
『
概

要
版
』
と
、
幅
広
い
原
資
料
所

収
の
『
資
料
編
』
（
二
冊
）
を

発
刊
し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
教
育
推
進
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
加
悦
町
史

概
要
版
』

【
内
容
】
地
域
の
歴
史
文
化
の

概
略
の
ま
と
め

【
価
格
等
】
千
六
百
円
、
Ａ
５

判
、
二
百
三
十
七
ペ
ー
ジ

『
加
悦
町
史

資
料
編第

一
巻
』

【
内
容
】
自
然
環
境
、
考
古
、

歴
史
地
理
、
建
築
、
仏
教
美
術
、

絵
画
、
俳
諧
文
学
、
伝
説
伝
承

民
話

【
価
格
等
】
三
千
五
百
円
、
Ａ

４
判
、
九
百
三
十
ペ
ー
ジ

『
加
悦
町
史

資
料
編第

二
巻
』

【
内
容
】
古
代
〜
近
代
の
文
献

資
料
〈
ち
り
め
ん
関
係
の
古
文

書
資
料
を
充
実
〉
、
民
俗
芸
能

〈
加
悦
谷
祭
の
資
料
〉

【
価
格
等
】
三
千
五
百
円
、
Ａ

４
判
、
千
三
ペ
ー
ジ

上が資料編第１巻、下が同第２巻

………………………………………………………………………………… 総務課1 46-3003問月入札結果12

旧加悦町の貴重な歴史文化資料を後世に伝える
教育委員会 教育推進課1 43-2193問加悦町史編纂事業完結クリスマスカードコンテスト

ふるさと納税受付中

町出身の方へＰＲを
お願いします！

企画財政課問

橋立中学校PTAでは毎年、「親子で夏のバリバリキャンペーン」と題して、親子の

ふれあい活動に取り組まれています。本年度は、昨年８月3日に天橋立・阿蘇海周

辺で一斉清掃活動を行われ、多くのごみ・松葉などを回収していただくとともに、

取り組みの一環として環境美化のためご寄付をいただきました。


